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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、高齢者虐待を防止するために、虐待をしている養護

者に対する支援方法論を構築することである。そこで、高齢者虐待防止実践を分析し、特に「認

知行動理論に基づく支援アプローチ」に着目し、実践のための手引きをまとめた。このアプロ

ーチは、支援者が養護者と向き合う中で、養護者が虐待行為を選ぶ認知を理解し、支援関係の

中で養護者自らがその認知に気づき、変えていけるように働きかけ、虐待行為を低減していこ

うというものである。 

 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to design approach for elder abuse 

prevention.  The practices of elder abuse prevention that focused on cognitive behavior 

model were analyzed and the manual for social workers was created.  In this approach, 

social workers help caregivers who abuse elderly to understand the reason why they abuse 

and to realize their cognitive pattern; furthermore, social workers work with caregivers 

who abuse elderly to help them to change their cognitive pattern.  As a result, elder abuse 

can be reduced. 
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１．研究開始当初の背景 

本研究への応募書類作成時点で公表され
ている高齢者虐待の調査結果では、2008 年
10 月 6 日付けの厚生労働省発表の「平成 19

年度 高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に
対する支援等に関する法律に基づく対応状
況等に関する調査結果」がある。それによる

と、養護者による高齢者虐待の相談・通報件
数は 19,971 件であり、前年度より 1,581 件
増加し、それらに対して調査の結果、虐待を
受けた又は受けたと判断された事例は
13,273 件で前年度より 704 件増加している。
また、各市町村において早期発見や見守りの
ためのネットワーク作り、早期介入の対応等
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がなされ、地域包括支援センター等において
も啓発活動や権利擁護相談が実施されるな
ど、少しずつではあるが高齢者虐待防止に向
けた実践が進められてきている。しかし、虐
待への対応策としては、「高齢者と養護者と
の分離」を実施した事例が 35.5%、「分離を
していない事例」が 55.9%、その分離をして
いない事例のうち養護者に対してどのよう
に対応したかを見ると、約半数の 48.9%が「養
護者への助言・指導」、3.7%が「介護負担軽
減のための事業への参加」となっており、具
体的な対応方法が確立していないことがわ
かる。 

筆者はこれまでに、研究代表者として①
「平成 17・18 年度基盤研究（Ｃ）『高齢者虐
待防止のための予防プログラムの開発－高
齢者へのエンパワメント・アプローチによる
試み－』」、②「平成 19・20 年度基盤研究（Ｃ）
『高齢者虐待防止のための高齢者へのエン
パワメントを促進する予防プログラムの開
発』」に取り組んできた。①では、高齢者虐
待の発生を予防するために、高齢者自身の内
的な力を活用するための支援プログラム開
発を目的に、高齢者を主体的存在と位置づけ、
高齢者自身へワークショップを通して直接
的に働きかけ、高齢者の潜在的な力や抑圧さ
れている内的な力に対しエンパワメントを
行い、虐待を高齢者自身が自らの力や意思に
よって防いでいくことができるような支援
プログラムの開発を行っている。そして、②
では、高齢者虐待の発生を予防するために高
齢者自身の内的な力が活かされる社会環境
となるよう、高齢者を取り巻く家族や住民、
保健・医療・福祉専門職などの社会環境の側
に対してワークショップ等により働きかけ
ていく支援プログラム開発に取り組んでき
た。それは、①の研究で取り組んだ高齢者自
身の内的な力を発揮するプログラムが、②の
研究により、その力が一層発揮しやすい環境
を作ることを目ざしたものである。つまり、
①および②の研究は、高齢者自身のもつ潜在
的な力に焦点をあて、高齢者をエンパワメン
トしていく高齢者虐待予防プログラムの開
発を実施した。 

しかし、虐待の被害者となる高齢者に対し
て予防方法を啓発しても、そもそも虐待をし
てしまう加害者である養護者への対応が何
も成されなければ高齢者虐待の防止は実現
しない。 

 

２．研究の目的 

 本研究は、高齢者虐待の発生を防止するた
めに、被虐待高齢者の側に立って加害をして
いる養護者への対応方法論を検討し、虐待防
止実践に役立てていくことにある。高齢者虐
待の養護者への対応方法としては、大渕修一
監修(2008)『高齢者虐待対応・権利擁護実践

ハンドブック』や日本社会福祉士会(2008)『地
域の高齢者虐待対応におけるソーシャルワ
ークアプローチに関する調査研究並びに研
修プログラムの構築事業報告書』に参考とな
る方法が一部紹介されている。しかし、現状
の地域実践では、「被虐待高齢者の側に立っ
て加害をしている養護者への対応を行うと
いう姿勢」や「虐待という行為とそれに至る
感情の分析」、「虐待という行為ではなく別の
平和的な解決方法を模索する」という研究は、
高齢者虐待防止分野では行われていない。ま
た、本研究は虐待発生後ばかりではなく、発
生の未然防止にも役立つ方法論を含み、その
点も本研究の目的となる。 

 

３．研究の方法 

（１）１年目の研究計画・方法 
テーマ：「先行研究・実践の把握と養護者対
応方法論の予備的仮定の策定」 
①第１段階：児童虐待防止分野やＤＶ防止分
野における先行研究の把握 
 ・各種文献や各種調査のレビュー 
②第２段階：高齢者虐待防止分野における養
護者対応の先行研究の把握 
・各種文献や各種調査のレビュー、実施さ
れている各種研修内容の把握 

③第３段階：高齢者虐待防止に向けた養護者
対応の現状把握 
・わが国における養護者対応の実際に関す
る調査 
連携研究者と共に養護者対応の現状把握

とＤＶ防止活動における加害者対応を学ぶ
ことを目的にインタビュー調査を実施した。 
・米国における取り組み調査 
米国におけるＤＶ防止及び高齢者虐待防

止活動について明らかにするために、研究へ
の協力が得られた米国カリフォルニア州ロ
スアンゼルス市リトルトーキョーのサービ
スセンター社会福祉部を訪問し、インタビュ
ー調査を実施した。 
④第４段階：養護者対応方法論の予備的仮定
の策定 
以上の第１から第３段階の取り組みから

得られた知見を基に、養護者への対応方法論
の予備的仮定（養護者対応方法に関する先行
理解）を策定した。 
（２）２年目の研究計画・方法 
テーマ：「予備的仮定の検討と修正、そして
理論化（方法論の構築）」 
①第１段階：理論化のための検討体制の整備 
 ・高齢者虐待防止研究会の設置 
１年目に策定した「高齢者虐待防止のため

の養護者対応方法論の予備的仮定」を研究協
力者との討議や地域における虐待事例の検
討を通して練り上げ、修正し、実際の研究対
象との関連性を強めながら「現実の方法論」
として構築していくための１つの方法とし



て研究会を開催した。メンバーは代表研究者
と前述した５区市の担当者、連携研究者の７
名であった。 
②第２段階：予備的仮定の修正作業の実施 
・修正作業のための現地調査 
理論生成のための研究は、地域で実践して

いるデータの比較や分析を繰り返しながら、
データを積み上げていく循環的な取り組み
から出発する。本研究の予備的仮定は、２つ
目の方法として各実践現場での「高齢者虐待
事例」と「養護者対応方法の収集」、「その解
釈」というサンプリングを積み上げて行くこ
とで更新していった。そのために、各地で高
齢者虐待対応のデータを半構造化インタビ
ューにより集めていった。 
③第３段階：養護者支援方法論の策定 
 ・これまでの第１段階の助言と第２段階の
調査をもとに、高齢者虐待を防止するための
養護者対応方法論について策定を行った。 
（３）３年目研究計画・方法 
テーマ：「対応方法論の精査と実践へのフィ
ードバック」 
 研究委員会を年４回開催しながら以下の
取り組みを行った。 
①第１段階：養護者対応方法の再検討と実用
化に向けての検討 
 ・理論の再検討の実施 
 研究協力者との討議により、養護者対応方
法の精査と普遍化のための方法について協
議した。 
 ・方法論の実用性に関する検討 
実際に研究協力者の実践地において、策定

した養護者対応方法が活用可能か、あるいは
有効となり得るかについて事例に照らして
検証を行った。 
②第２段階：養護者対応方法の普遍化に向け
ての取り組み 
 ・対応方法論の公表 
被害者（高齢者）支援のために養護者対応

が必要であることと、その方法論の普及のた
めに学会で研究成果の途中経過を報告し、学
会員よりコメントをいただいた。 
 ・普遍的に活用可能なものとするための報
告書の作成 
自治体や地域包括支援センター等におい

て使用可能な手引き書となる報告書を作成
し、予防活動の普及に役立てていく。 
③第３段階：報告書の公開 
 ３年間の研究成果を報告書にまとめ公表
する。 
 
４．研究成果 
（１）ソーシャルワーカーの養護者支援の現
状 
養護者による高齢者虐待防止のための養

護者支援の現状を明らかにするために、高齢
者虐待防止に取り組むソーシャルワーカー

に対するインタビュー調査を通し、帰納的ア
プローチによる質的研究法を用い分析を行
った。その結果、調査によって得られた 51
の発話内容を 24 のコードと 4 つのカテゴリ
ーに生成することが出来た。カテゴリーは、
「養護者支援の目的」「養護者支援の視点」
「養護者支援の姿勢」「養護者支援の方法」
であり、先行研究では明確に位置づけられて
いなかった養護者支援の目的、視点、姿勢、
方法というカテゴリーを生成できた。また、
コード化することで、養護者に対する助言・
指導という曖昧な対応内容について、ソーシ
ャルワーカーの実践から整理することがで
きた。 
（２）養護者への支援方法 
実際に発生した高齢者虐待事例への対応

過程を、主として虐待をしている養護者支援
を中心に振り返り、どの段階にどのような支
援方法（アプローチ）を用いたかについて整
理し、具体的な支援の方法を明らかにした。 
事例を通して明らかになった養護者への

支援アプローチとしては、①クライエント中
心理論・アプローチ、②エコロジカル理論・
アプローチ、③システム理論・アプローチ、
④認知行動理論・アプローチ、⑤ケアマネジ
メントであった。その他に「危機介入理論・
アプローチ」「問題解決理論・アプローチ」「課
題中心理論・アプローチ」「エンパワメント
理論・アプローチ」「ナラティブ理論・アプ
ローチ」などがある。日々の虐待防止実践で
は、アプローチを意識して用いていない場合
もあるかもしれない。しかし、高齢者と養護
者を適切にアセスメントし、「このような支
援ニーズを抱えているからこういうアプロ
ーチをしていく」といった意図的な活用が求
められる。 
現状の養護者支援においては、社会資源を

活用していくケアマネジメントが多く用い
られている。しかし、それだけでは改善が難
しいことに、養護者が暴力をふるってしまう、
あるいは虐待という方法を選んでいる事例
がある。そこで、それへの対応として本研究
が注目したのが「認知行動理論・アプローチ」
であり、そのアプローチを実践していくため
の試みについて報告する。 
（３）認知行動理論･アプローチ 
高齢者虐待の養護者支援は、虐待が発生す

る要因（例えば、介護負担やストレス、失業、
精神疾患など）に対し、ケアマネジメントに
よる支援がすでに行われている。しかし、そ
もそも虐待は、養護者が虐待を行うから発生
するものであり、高齢者一人では養護者によ
る虐待は起こらない。したがって虐待をして
いる養護者への支援がなされることが必要
である。また、虐待の発生は、「介護負担」
や｢ストレス」など、養護者を取り巻く環境
側の理由や「精神疾患」などを理由とされる



ことが多い。しかし、虐待行為をした養護者
自身が、その行為に至ったことの理由を説明
し、その責任に向き合うための支援はあまり
なされていないように思われる。そうした支
援が行われなければ、養護者が再び虐待行為
をしてしまう危険性があり、実際にそのよう
な問題が家庭で起きている。 
したがって、ケアマネジメントによる支援

とともに、虐待をしている養護者自身に働き
かけ、養護者が変化しうる支援方法の構築が
必要と考える。 
 本研究の中核となる認知行動理論に基づ
く養護者支援アプローチについて、基礎編と
実践編に分けて解説し、整理シート等を加え
て報告書を作成した。 
（４）本研究の課題 
 本研究に取り組む中で課題と考えられる
点を、①本アプローチの基礎を学ぶうえでの
課題、② 本アプローチの実践方法論の課題、
③本アプローチの実践現場の課題の３つに
分け、研究協力者の方々の意見を踏まえて整
理した。本研究では、高齢者虐待防止のため
の養護者支援方法として、認知行動理論に基
づく支援アプローチに着目し、それを養護者
の認知と感情、行動を理解するために活用す
るとともに、養護者自身の力で認知が変化し
ていけるような支援の仕方を提案した。しか
し、実際にそれを実践していくためには、多
くの課題があることも明らかになってきた。 
 今日のソーシャルワーク実践においては、
EBS（Evidence Based Socialwork:根拠に基
づくソーシャルワーク）が求められている。
それは、養護者支援においても同様であり、
つねに支援方法の根拠を確認し、理解したう
えで実践していくことが求められる。そのた
めにも、本研究の成果が少しでも役に立つこ
とになれば幸いである。 
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